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肺 結 核 患 者 に お け る 動 脈 血 ガ ス に つ い て

第2報 化 学療法 と動脈血 ガス含有量

名古屋大学医学部青山内科(主 任 青山進午教授)

国 立 岐 阜 療 養 所(所 長 大野道夫博士)

度 会 文 男

(受付 昭和30年11月22日)

本研究 の要 旨は第7回 日本結核病学会 東海地方総会 におい て発表 した。

I緒 言

1944年,Wacksmanに よつて発見 された ス トレプ ト

マイシン(以 下SMと 略す)が 肺結核治療剤 として優 秀

であることがFeldman,Hinshaw,等 に より認 められ,

また,パ ラア ミノサルチル酸 ソーダ(以 下PASと 略す)

が同様 に優れた結核 治療剤 である ことがLehmanに よ

つ て報 告されて以来,肺 結核の治療 は著 しい 進 歩 を 見

た。化学療法に よる呼吸機能,な かんず く動脈血 ガス含

有量 に関 しては未だその報告がす くないので,私 は化学

療法実施者の動脈血 ガス含有量 を分析 した。先 に,肺 結

核患者 の動脈血 ガス分析を実施 し,病 症 の増悪 に伴つ て

酸素含有量が減少す ることを認めたが,化 学療法 に基ず

く病状 の改善 と共 に,減 少せ る酸素含有量 が どの よ うな

態度 を とるかを検討 した のでそ の結果を述べ る。

II研 究 方 法 な ら び に 研 究 対 象

動脈血ガス分析は第1報 において記載した斎藤式微量

血液 ガス分析装置を用いそ測定した。研究対象としては

国立岐阜療養所入所患者にして,従 来全然

化学療法 を受 けなかつた者,あ るいは少 く

とも過去 一 ヵ年間はいずれの化学療 法 も受

けず,か つ現在 人工気 胸術,人 工気 腹術等

の虚脱療法の実施中でない患者20名 を選び

新た にSM1gを 週2回 注射 し,全 量35g

を使用,同 時 にPAS10gを 毎 日服用 して全

量1200g使 用 した患者 につ き動脈血 ガス含

有最 を経過 を追つ て測定 した。第1回 の分

析 をSM,PAS投 与前 に,第2回 を投 与

開始後2ヵ 月 目,第3回 を投与開始 よ り4

ヵ月目,す なわち化学療法 の終了 した時,

第4回 を終 了後2ヵ 月目,す なわち開始 よ

り6ヵ 月 目の計4回 測定 し,な お採血条件

も出来得 るかぎ り同 一 とす るた め,各 回共

午前9時 より11時の 間に採血 した。

IIＩ 実 験 成 績

肺結核 患者 について化学療法剤使用前 と,使 用後6カ

月目の動脈血 ガス含有量 を比較 し,そ れ等 とレ線所見 の

変化,赤 血球沈降速度 の変化,体 重 の変化等を比較検討

し,次 の如 き結果 を得 た。

1)レ 線所 見の変化 と動脈血 ガス含有量

使用 開始後6ヵ 月 目,す なわち終了時 よ り2カ 月目に

レ線写 真撮影 を行 い,使 用前 と比較 して好転 した者,不

変お よび増悪せ る者 に分類 して検討す る と第1表,第2

表 の如 くである。

好転せ る者9例 の酸素含有量平均値 は,使 用 前14.7

vol%,使 用途 中15.3vol%,終 了時15.8vol%終 了

後2ヵ 月 目16.5vol%に して 経過 と共 に増加 の傾 向を

示 し,こ れ を推計学的 に検討す ると,使 用途中F0=0.38

<F=4.49,終 了時F0=1.9<F=4.49終 了後2ヵ 月 目

F0=4.67<F=4.49で,終 了後2ヵ 月目に有意の 差 を

認めた。 すなわち,レ 線所見 の好転 と共 に酸素含有量 も

増加 し,健 康値 に近 くなる ことを知 る。

第1表 レ 線 変 化 の 好 転 群

使用 途中 終了時 終了後2ヵ 月 目
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第2表 レ 線 変 化 の 不 変 お よ び 増 悪 群

使用途中 終了時 終了後2ヵ 月 目

炭 酸 ガ ス含有 量 の平 均 値 は,使 用 前44.2Vol%,使

用 途 中41.7vol%,終 了 時40.6vol%,終 了後2ヵ 月

目41.1vol%で 使 用 経 過 と共 に 若 干 の減 少 を示 す も,

推 計 学 的 に はF0=2.05<F=4.49,F0=2.65<F=4.49,

F0=1.98<F=4.49で い ず れ の場 合 も有 意 の差 は 認 め

られ な い。 レ線 所 見 の不 変 お よ び増 悪 せ る もの11例 の酸

素 含有 量 平 均 纏 は,使 用 前15.6vol%,使 用 途 中14.1

第3表 赤 沈 変 化 の 好 転 群

使用途中 終了時 終了後2ヵ 月 目

Vol%,終 了 時15.0vol%,終 了 後2ヵ 月

目15.4vol%に して,使 用 前 に比 しい ず

れ も若 干減 少 を示 す が,推 計 学 的 に は,

F0=1.45<F=4.35 ,F0=0.25<F=4.

35,F0=0.03<F=4.35で,い ず れ も有 意

の差 は な い 。

炭 酸 ガ ス含 有 量 の平 均 値 は,使 用 前46.3

vol%,使 用 途 中44.7vol%,終 了 時45.2

vol%,終 了 後2ヵ 月45.1vol%に して,

使 用 前 に比 し若 干 の変 動 は あ るが,推 計 掌

的 に は,そ れ ぞ れF0=0.55<F=4.35,

F0=0.26<F=4.35,F0=0.25<F=4.35

で いず れ も有意 の 差 は な い 。以 上 か ら レ線

所 見 の 不 変 お よび増 悪群 に お い て は,酸 素

含有 量,炭 酸 ガス含 有 量 共 にSM,PAS使

用 に よつ て特 別 の 変化 を示 さ な い も の と考

え る。

2)赤 沈 と動脈血 ガス含有量

化学療法剤使用前 と終了後2ヵ 月目の赤 血球沈降速度

を比較 し,好 転群,不 変群お よび増悪群に分類 して,そ

れぞれ の動脈血 ガス含有量 の変動を検討 し,第3表,第

4表 の如 き結果を得た。好転群16例 の酸素 含有量平均

値 は,使 用前15.2vol%,使 用途 中15.2vol%,終 了

時15.9vol%,終 了後2ヵ 月目16.6vol%で,赤 沈速

度 の好 転 せ る者 は,漸 時 酸 素 含 有 量 が 増 加

す る傾 向 を 見 る。 これ を 推計 学 的 に 検 討 す

る と,使 用 前 と終 了時 との 間 に はF0=1.06

<F=4.17,終 了 後2ヵ 月 目F0=4.28<

F=4.17で 終 了 後2カ 月 目に 有 意 の 差 を

認 め る。

炭 酸 ガス 含 有量 の 平 均 値 は,使 用前44.4

vol%,使 用 途 中42.9vol%,終 了 時41.9

vol%,終 了 後2ヵ 月 目41.9vol%に し

て若 干 減 少 を 示 す が,こ れ を推 計学 的 に 検

討 す る と,そ れ ぞ れF0=0.79<F=4.17,

F0=2.30<F=4.17,F0=2.17<F=4.17

で,い ず れ も有 意 の 差 を 認 め な い 。

不 変 お よび 増 悪 群 の4例 にお い て は酸 素

含 有 量 平 均 値 は,使 用 前14.9vol%,使 用

途 中12.2vol%,終 了時13.1vol%,終

了 後2ヵ 月 目13.4vol%で,使 用前 に比

しい ず れ も若 干 酸 素 含 有量 は 減 少 を 示 す が,

推 計 学 的 に は,F0=1.08<F=5.99,F0=

0.51<F=5.99,F0=0.33<F=5.99で,

い ず れ も有意 の 差 は な い 。

炭 酸 ガス含 有 量 の平 均 値 は 使 用 前49.3

vol%,使 用 途 中45.0vol%,終 了 時47.9
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第4表 赤 沈 変 化 の 不 変 お よ び 増 悪 群

使用途中 終了時 終了後2ヵ 月 目

第5表 体 重 変 化 の 増 加 群

使用途中 終了時

第6表 体 重 変 化 の 不 変 お よ び 減 少 群

使用途 中 終了時 終了後2ヵ 月 目

vol%,終 了後2ヵ 月 目48.7Vol%に して

その間に若干 の変動 を認 めるが,推 計学的

にはF0=1.26<F=5.99,F0=0.11<F

=5.99,F0=0.02<F=5.99と な り,い

ずれ も有意 の差はない。すなわち,不 変 お

よび増 悪群においては酸素 含有量,炭 酸 ガ

ス含有量共 に著 変なき もの と考 える。

3)体 重 の増減 と動脈血 ガス含有量

化学療法剤使用前 と終了後2ヵ 月 目にお

ける体重 を比較 し,増 加せ る者,不 変お よ

び減少せ る者 に分類 してそれぞれの酸素含

有量,炭 酸 ガス含有量 の変動を見 ると,第

5表,第6表 の如 き結果 を得 た。

増加群11例 の酸素 含有量平均値 は,使 用

前14.9vol%,使 用途中15.1vol%,終

了時15.7vol%,終 了後2ヵ 月 目16.5vol

%に して,含 有量 は増加の傾 向にあ るが,

推計学的 にはそれぞれF0=0.22<F=4.35

F0=0.9<F=4.35,F0=3.15<F=4.35

でいずれ も有意 の差 を認 めない。炭酸 ガス

含有量 の平均 値は,使 用前46.1vol%,

使 用途中43.1vol%,終 了時42.8vol%

終了後2ヵ 月目43.4vol%と な り使用前

に比 しいずれの期 に も減少を示 してい るが,

推計学的 に検討 す る と,F0=1.92<F=

4.35,F0=1.86<F=4.35,F0=1.08<F

=4.35で,い ずれ も有意の差を認めない。

不変 お よび減少群9例 の酸素含有量平均

値 は,使 用前15.5vol%,使 用 途 中14.1

Vol%,終 了時15.0vol%,終 了後2ヵ 月 目

15.3vol%で 著変 な く,推 計学 的に検討

す るも有意の差はない。炭 酸 ガス含有量 の

平均 値も,使 用前44.5vol%,使 用途 中

43.5vol%,終 了時43.5vol%,終 了後2

ヵ月 目43.1vol%で 有 意の変動が みられ

ない。すなわち,酸 素含有量,炭 酸 ガス含

有量共 に著変が認 められ ない。

4)綜 合的経過良好 なる もの と動脈血 ガ

ス含有量

レ線写真所見,赤 血球沈降速度,体 重等

いずれ も改善を示 し,自 覚的に も好転 した

ものを,綜 合的経過良好群 とし,ガ ス含有

量 の変動 を検討す る と,第7表 の如 き結果

を得た。

綜 合的経過良好 群8例 の酸素 含有量平 均

値 は,使 用前14・6vol%,使 用途中15.5

vol%,終 了時16.0vol%,終 了後2ヵ 月
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第7表 綜 合 的 経 過 良 好 群

使用途 中 終了時 終了後2ヵ 月 目

目16.7vol%で,使 用前 に比 していずれ の期 において も

含有量 は増加 の傾 向を示 しこれを推計学 的に検討 する と

使用途 中F0=0.72<F=4.60,終 了時F0=2.57<F=

4.60,終 了後2ヵ 月目F0=4.86>F=4.60と な り,終

了後2ヵ 月月 において有意の差を認めた。す なわち,酸

素含有量 は総括的経過 が良好 となるに したがつ て増加 し,

終了後2カ 月目頃,す なわち使用開始 より6ヵ 月 目頃 よ

りそ の増加が著明 とな るもの と考え る。

炭 酸 ガス含有量 の平均 値は,使 用前43.5vol%,使 用

途中41.6vol%,終 了時40.4vol%,終 了後2ヵ 月目

40.6vol%に して,使 用前 に比 し各期共若干 減少 の傾 向

を示すが,推 計学的 に検討す ると,そ れぞれF0=0.59

<F=4.60,F0=1.92<F=4.60,F0=1.63<F=4.60

とな り,い ずれ も有意 の差 は認め られない。

IV総 括 な ら び に 考 案

肺結核患者において,ガ ス交換能力 が低 下 した ものは,

化学療法剤使用に よ り病変の改善 と共 に必然的 に ガス交

換 能力 も恢復 し,動 脈 血中の酸素含有量 も健康値 に近 く

増加す るであろ うことは考 えられ る ところである。

私 の研究 にお いても,レ 線写真上 変化 の好転群,赤 沈

の好転群,総 括 的経過良好群 ではいずれ も動脈血酸素含

有量 は増 加の傾 向を示 し,5%の 危険率 にお いて推計学

的 に検討 する といずれ も終了後2ヵ 月目に有意の差を認

める ことが出来 る。そ の時期 につ いては,推 計学的検討

成績 よりみ て,SM,PAS投 与終了後2ヵ 月目,す なわ

ち開始 より約6ヵ 月 目頃か らである。化学療法実施に際

し,わ れわれが レ線所見 の好転を認め得 るのは,発 熱,

咳嗽,喀 痰等 の種 々の自覚症 の好転 よ りお くれ,3～4

ヵ月後 あるいは半 ヵ年後 であ ることは,日 常経験す ると

ころである。酸素含有量 の好転 も,こ のレ線所見好転の

時期 と大略 一致 する と考 えられ る。体重の変化 と動 脈血

ガス含有量 との間には特別有意 の差を見出

し得 なかつたが,こ れ は体重 の増加 と,肺

実質 の好転 とは必ず しも一致 しない ことか

ら当然 のこ とと考え る。肺結核 患者にSM,

PASを 使用 した場合,綜 括的経過良好な る

者 においては,酸 素含有量が増加 して健康

値 に近づ くが,か か る酸素含有量 増加の主

要原 因は,病 状 の恢復 と共 にみ られ る貧血

の恢復,減 少せ るヘモ グロビン量の増 加に

起 因す るものと考え る。肺結核 患者 のヘ モ

グ ロビン量 に関 して は,第1編 に も述 べた

如 く,中 島1)に よれ ば肺結核の重症度 に応

じて減少を示すが,SM治 療の有効例 では

大多数が低値 よ り正常値 に復 し,無 効例 で

は低値の ままである といい,ま た,伊 藤2)

もPASを 約4ヵ 月間投与後検査 した場合

は,赤 血球数 およびヘモグロビン量 は増加 の傾 向を示す

と述べてい る。か くの如き,病 状 め改善 に伴 うヘモ グロ

ビン量 の恢復は,動 脈 血酸素含有量増 加に大 いに関係す

るもの と考 える。同時 に化学療法 に よる病巣 の縮 少は ガ

ス交換面 の拡大 を来 し,酸 素飽和度等 も恢復 し,酸 素含

有量 をさらに増加せ しめ るものと考え る。炭 酸 ガス含有

量 の変動 にご関 しては,SM.PAS投 与に よるレ線所見 の

変化,赤 沈速度 の変化,体 重 の変化等 いずれ に対 しても

有意 の差 な く,SM.PAS投 与 は炭酸 ガス含有量 に影響

をお よぼ さない。 これ は第1報 にも述べた如 く,炭 酸 ガ

ス含有量は肺結核患者の病症 にはいずれ も無関係であつ

た ことお よび炭酸 ガスの肺内における拡散現 象は酸 素の

拡散現象に比 し大であ ること等 よ り容易に想像 し得 る。

V結 論

肺結核患者20名 に対 し,SM.PASを 使用 し,動 脈血

ガス含有量 の変動 を斎藤式微量血液 ガス分析装 置を用 い

て観察 し,次 の如 き結 果 を得 た。

i)レ 線所見 の好転せ る者,赤 沈 の好転せ る者 にお い

ては,酸 素含有量 は漸 次増 加の傾 向を示 し,終 了後2カ

月 目において,推 計学的 に有意 の差 を認 めた。体重 の変

化 には酸素含有量 は著明 な変動 は認め られ なかつた。

ii)総 括的経過 良好なる者 においては,酸 素 含 有 量

は,漸 次増加 の傾 向を示 し,推 計学的に も終了後2カ 月

目において有意 の差 を認めた。肺結核患者 にSM.PAS

を使用 した場合,経 過が良好であればそれ と共 に酸素含

有量 も,漸 次健康値 に近 く恢復す る。その時期 は,大 略

投与 を開始 してか ら6ヵ 月目頃 であ る。

iii)炭 酸 ガス含有量 は,レ 線所 見の変化,赤 沈 の変

化,体 重 の変化 によつていずれ も影響 されない。
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